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あらまし  筆者らは，Twitterを用いたデータの分析による地域活性化を目的とし，その焦点を福井の学生に集中
することでイベント情報や学生の行動などを活用することを考えた．データ分析には，264 種類の特徴単語で単語
やパラグラフの意味を代表する意味表現学習を用いた．学生約 100名のツイート 5万件を特徴単語ごとに重みが大
きい順に分類し，閾値以上の特徴単語の重みを持つデータを分析した結果，有益な情報がフィルタリングできるこ

とを確認した．今後，学生の関心が集まるトピックを自動的にまとめるアプリケーションを作成することにより付

加価値を与え，データ量を増大させることを目指す. 
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1. はじめに  
近年，福井県では地域活性化を目指す動きが大きく

なりつつある．例えば，地域イベント助成事業や公共

スポーツ施設等活性化助成事業，宝くじスポーツフェ

アなどの支援を行うことで，より地域への密着度を高

める動きなどがある．これらの主な内容は子供のスポ

ーツ促進や小規模イベントの支援といったものに重点

が置かれている [5]．一方で学生向けのイベントも行わ
れているが，認知度が低く，学生の意見の取入れや学

生主催のイベント情報の拡散性が低いことが問題とな

っている．  
そこで本研究では，学生の意見やイベント情報など

を Twitter で収集し，アプリケーション化をすることを
目指す．Twitter を利用することで，学生の直接的な意
見や感想，そのイベントへの期待値を取り入れること

が可能だと考えた．また，アプリケーション化をする

ことでよりイベントの認知度を高め，ローカルイベン

トへの参加者を増加することが可能だと考えた．  

 
図  1	 本研究で使用したアカウント  

2. 本研究の対象と方法  
本研究のデータ収集の際に使用したアカウントを

図１に示す．解析した Twitter のデータの対象者は，福
井県の大学に在籍している学生 113 名である．また，
2018年 12月 1日時点での 57,961ツイートを収集した． 
これらのツイートはリツイートやリプライを除いたも

のである．本研究では，ツイッターアカウントを作成

し，人手によって学生のみを選別した．基準として，

プロフィールに大学名もしくは学部が入力されている

アカウント，または Twitter 外で福井県の大学に在学し
ていることが確認できる学生のみを選別した．  
選択したアカウント１人あたり直近の 3000 件のツ

イート（リツイートやリプライを除くと，各学生のツ

イート数は 3000 件に達していないため，全ツイートが
対象）を Twitter API を用いて収集した．  

 

3. 意味表現学習  
ニューラルネットワークを利用した単語やパラグ

ラフの分散表現学習 [3, 4]は，学習結果の解釈性の課題
がある．筆者らは，分散表現学習に専門家が構築した

単語意味ベクトル辞書（以降，辞書と呼ぶ）を反映す

る意味表現学習を提案した [1]．辞書に登録されている
約 2 万語（基本単語と呼ぶ）は，264 種類の特徴単語
との関係により意味を表現する．図 2 に示す通り，ニ
ューラルネットワークの隠れノードに特定の意味（特

徴単語）を割り当て，辞書を元に基本単語にシードベ

クトル（初期の重み）を設定することにより，学習後

も重みの大きな隠れノードの意味が維持されることを

示した [1]．  
意味表現学習応用システム構築の流れを図 3 に示す

[2]．最初に基本単語のシードベクトルを元に，約 120
万記事の日本語 Wikipedia コーパスを用いて，単語ベ
クトルの学習 [3]を行う．次に分析対象となる Twitter
コーパスを用いて，パラグラフベクトルの学習 [4]を行



 

 

う．  

図 2	 辞書を反映したシードベクトルのイメージ  
 

 
図 3	 意味表現学習応用システム構築の流れ  

 
シードベクトルには Wikipedia コーパスで学習した単
語ベクトルを用いる．パラグラフベクトルを学習した

ツイートの中から特定の特徴単語の重みを降順にソー

トし，上位 N 件のツイートを高速に抽出できるように
各ツイートのパラグラフベクトルを関係データベース

の MySQL に格納する．MySQL には，Twitter ID，ツイ
ートを代表する代表ワード，264 種類の特徴単語の重
みを格納する．  
 

4. 分析結果  
意味表現学習を用いて特徴単語ごとに閾値以上の

重みをもつデータ，上位約 1000 件を MySQL から抽出
した．データの分析を行った結果，特定の特徴単語の

重みの大きさにより，行動（特徴単語：人間，人名）

や関心のあるスポーツ（特徴単語：スポーツ），ローカ

ルイベント（特徴単語：社会活動）などの有益な情報

（以降，トピックと呼ぶ）がフィルタリングできるこ

とを確認した．  
トピックごとの適合率を表 1 に示す．特徴単語１つ

につき上位 50 件を調べた．“行動”は特徴単語 2 つを
対象とした分析のため各 50件を合算した 100件とした．
そこから広告などを除いたものを対象データ数とし，

該当データ数はトピックに関連の大きいデータを人手

によって選択した数である．また，適合率は，（該当デ

ータ数 /対象データ数）で求めた．  
イベント情報，特にローカルイベントは，大々的に

告知されていないものも多くみられた．一方でスポー

ツでは学生が関心のあるスポーツの傾向は分かるが，

同世代の有名選手がいるにもかかわらず，そのスポー

ツのツイートが上位にあがることはなく，競技人口の

多い野球やサッカーが上位を占める結果となった．ま

た，行動では，学生の学内外での活動内容， 趣味や娯
楽といった勉強以外にどのような活動をしているかが

見て取れた．さらに旅行では，学生の旅行先や観光場

所の情報を収集できることが分かった．   
 

5. 関連研究  
ツイッターを用いた分析をする場合 ,収集する対象

の選定とツイート収集の効率化が課題となる．  
田原 [6]らは，特定地域のユーザを検索する研究をし

ている．特定地域の情報を日常的に発信するユーザは，

その地域特有の場所・日常的な話題などを示す語を多

く発信していると考えられる．そこで地域特徴語を

Twitter から抽出し，より多くのツイートするユーザを
その地域情報の発信者とした．本研究では，ユーザの

選定は人手によって行ったため，この研究を活用する

ことが考えられる．  
長島 [7]らは，ツイートの選別を行い，特定の地域の

店舗の口コミのツイートのみを抽出する研究をしてい

る．位置情報や地域名を含まないが店舗名を含むツイ

ートを収集するために地域ユーザを用いることで口コ

ミツイート数を増やすことに成功している．地域ユー

ザはツイプロ（プロフィール検索サービス）を用いて

収集しており，本研究に取り入れることでさらに学生

数，ツイート数を増やすことが期待できる．  
中川 [8]らは，特定地域から発信されたツイートの効

率的な収集方法の研究をしている．この研究は対象の

表 1	 トピックごとの適合率  



 

 

範囲が広いため，フォローの制限や対象外の人物が含

まれることを防ぐことを目標としており，探索アルゴ

リズムや発信地推定などを用いることで実現している．

本研究では福井の学生という狭い範囲での対象となっ

ているため，フォローの制限には問題がないと考えら

れるが，卒業生や県外の学生などを対象としないよう

に注意が必要である．発信地推定や探索アルゴリズム

を用いることも考慮する必要がある．  
 

6. まとめ  
今後の課題として，現在のデータ量では特徴単語ご

とに分析する際，重みの低いものが上位に来ることが

多い．また，ゲームや他サイトの告知といった不純物

が上位にくることがあるため，データの選別とデータ

母数の増加をする必要がある．また，卒業した学生を

データの対象外にすることも課題のひとつに挙げられ

る．  
	 本研究の活用方法として，分析したデータをアプリ

ケーション化し，まとめることによって福井で行われ

るローカルイベント情報や学生の行動を分析すること

が可能となると考えている．図 4 にアプリケーション
案を示す．また，行動面を見ることで学生の活動場所

が具体的にわかるため，より効果的な告知をすること

が可能になる．今後，福井でイベントを行う際，学生

へのイベントの浸透性や関心などを把握するために利

用可能と考えている．  
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図 4	 アプリケーション案	


